





　日本の人口は、平成 27 年 10 月 1 日現在で 1 億 2,709 万 5 千人となった1。
5 年前と比べ 96 万 3 千人の減少となり、調査開始以来初の人口減少となった。
その中でも顕著なのは地方の人口減少である。都道府県レベルで前回調査よ
りも人口が増加したのは、沖縄県、東京都、埼玉県、愛知県など 8 都県であ














1 総務省『平成 27 年国勢調査』平成 28 年 10 月 26 日
2 内閣府『平成 25 年版　年次経済財政報告』平成 25 年 7 月
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3 内閣府『平成 27 年版　年次経済財政報告』平成 27 年 7 月
4 日本経済新聞 2014 年 12 月 9 日 朝刊 齋藤誠氏　同旨発言。
5 幸せ経済社会研究所「自治体の幸福度や（真の）豊かさ等の指標化や政策目
標への考慮状況に関する調査」（2012 年 9 月）では 23 の自治体が指標づくり
をしているとされている。また、東京都荒川区が事務局となり、住民の幸福
実感向上を目指す基礎自治体連合が「幸せリーグ」を組織している。
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のである。その結果は、それぞれの間の相関係数が、何れも 0.2 を超え 1％
水準で有意であることが確認できたとされている8。ただし、関係を確認した
ものの、その結果をどのように活かしているかは明らかではない。































について～（報告書）』平成 23 年 9 月
 http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/60552_16158846_misc.pdf
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したもの、②は、①に加えて、別途、中央の Box から左の Box にも注目し
ているが、中央の Box 内での結びつきを考慮していないもの、③は、②に
加えて、中央の結びつきを考慮したものと言える。
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を高める（低める）関数の input となる（前図の中央の Box から左の Box
への矢印の方向）。中央の Box の中身を施策（の潜在）ニーズに置き換え
ると、幸福施策が input となり、政策の結果である住民の主観的幸福感が








右側の Box に書くとする。この右側の Box の output を測ることで、中央
の Box での対応関係（幸福施策の input と主観的幸福度の規定要因（input）
の対応関係）を通じて、間接的に主観的幸福感を測ったものとみなすのであ




































11 Posner, E.A. and Sunstain, C.R., Ed. （2010）, Law and Happiness, The 
University of Chicago Press.
12 Dolan, P. et al. （2011） Measuring subjective well-being for public policy, 
Office for National Statistics
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（Brudney and England（1982））14、行政サービスに対する満足度 （主観指標）
とアウトプット指標等の相関は見られない（Kelly and Sweindell（2002））15
13 野田遊（2013）『市民満足度の研究』日本評論社
14 Jeffrey L. Brudney and Robert E. England （1982）, Urban Policy Making 
and Subjective Service Evaluations: Are They Compatible? ,Public 
Administration Review Vol. 42, No. 2 （Mar. - Apr., 1982）, pp. 127-135
15 Janet M. Kelly, and David Swindell （2002）, A Multiple–Indicator Approach 
to Municipal Service Evaluataion: Correlating Performance Measurement 
and Citizen Satisfaction across Jurisdictions, Public Administration Review, 
Vol.62, Issue 5, pp.515-639






の Box から左側の Box へは、「客観」データと「主観的」幸福感との関係を
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18 もちろん Nudge はその量をうまくコントロールできないとか、オプション
を示すのではなく誘導ではないかといった批判もなされている。Dholakia, U. 
M.（2016）, Why Nudging Your Customers Can Backfire, Harverd Business 
Rev. APRIL 15, 2016




























19 Layard, R. （2005）, Happiness: Lessons from a new science, Penguin Books
20 Boskin, M.J. and Sheshinski, E. （1978）, Optimal redistributive taxation 
when individual welfare depends upon relative income., Quartary Journal of 
Economics, 92, pp589-600.
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